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　上盤プレート内の上部地殻における地震を評価するためには，震源断層の特性を明らかにすることが重要な

課題である．それらの情報は、地表近傍の活断層から推定していくことになるが，その基礎として地表地震断

層の実すべり量を把握しておくことは重要である．実すべり量を算出するためには極浅層の断層の形状を知る

必要がある．そこで，筆者らは2014年11月22日に長野県北部白馬村を震源とした地震（Mw 6.2）に伴い神城

断層沿いに出現した地表地震断層（廣内ほか, 201; 石村ほか, 2015; 勝部ほか, 2017; Okada et al., 2015な

ど）の地下数10 mにおける断層の形状および地質構造を高解像度でイメージングすることを目的として，可搬

型スィープ震源Elvis Seismic Vibrator（ELVIS）を用いた極浅層S波反射法地震探査を実施した．本探査

は，2017年11月3日から同11月10日および2018年11月1日から同11月9日にかけて長野県白馬村内の地表地

震断層を横切る6測線（塩島測線・大出北測線・大出南測線・ウイング21測線・飯森測線・堀之内測線）にお

いて実施した．震源にはGEOSYM社製の可搬型S波スィープ震源ELVISを用いた．スイープ周波数は20～120

Hz，スィープ長は10秒である．受振には96チャンネルのSHジオフォンを装備したランドストリーマー（固有

周波数14 Hz）を使用した．発震点間隔は1 m（ウイング21測線のみ発震点間隔2 m），受振点間隔は50 cmと

した．また，探鉱器にはGeoMetrix社製のGEODEを使用し，サンプリング間隔を1 msecとして観測を

行った． 

 

　一般的な共通反射点重合法による解析の結果を表層地質や近傍のボーリングデータと対比した結果，地表近

傍から最大で深度100 mまでの断層の規模・形状および地質構造を高解像度にイメージングすることができ

た．明らかになった断層の位置と形状は，現地踏査（東郷・長谷川, 2015; Lin et al., 2015; Okada et al.,

2015など）や地中レーダ探査（木村・谷口, 2015; 中埜・宇根2015）などから推定されるものと概ね調和的

であった．また，これまで確認されておらず，2014年の地震時にも活動していない伏在逆断層の存在も明ら

かにすることができた．この結果により，可搬型スィープ震源Elvis Seismic Vibrator（ELVIS）を用いた極浅

層S波反射法地震探査の有用性が示された． 

 

　本発表では，イメージングの結果明らかになった断層・地質構造および既往研究との比較について紹介す

る．
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